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2 面

築
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
や
仕

事
を
進
め
る
上
で
の
計
画
（
Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
）、
実
行
（
Ｄ
ｏ
）、
検

証
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）、
改
善
行
動

（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）、
い
わ
ゆ
る
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
演
習

を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
報
告
・
連
絡
・

相
談
が
大
切
で
あ
る
」
こ
と
や
、

「
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
夕
刻
か
ら
は
経
験
交
流
会
と
し

て
、
ナ
ビ
オ
ス
横
浜
か
ら
徒
歩
５

分
ほ
ど
の
施
設
へ
移
動
し
、
Ｂ
Ｂ

Ｑ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
船
内
生
活

や
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
経
験
談
な

ど
を
語
り
交
流
を
深
め
た
。
そ
の

後
、
ナ
ビ
オ
ス
横
浜
３
階
、
シ
ー

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
更
な

る
親
睦
を
深
め
、
班
対
抗
ビ
リ
ヤ

ー
ド
大
会
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　
２
日
目
の
朝
８
時
30
分
か
ら

は
、
横
浜
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
の

ガ
イ
ド
で
「
横
浜
開
港
の
歴
史
的

名
所
・
建
造
物
散
策
」
と
し
て
、

横
浜
港
周
辺
に
あ
る
、
横
浜
市
開

港
記
念
会
館
や
横
浜
税
関
、
海
上

　
初
日
は
午
前
９
時
か
ら
開
講
式

が
開
催
さ
れ
た
。
禾
野
洸
太
総
務

部
執
行
部
員
の
司
会
で
始
ま
り
、

齋
藤
洋
中
央
執
行
委
員
か
ら
主
催

者
代
表
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
参
加
組
合
員
が
一
人
ず
つ
自

己
紹
介
を
行
っ
た
。

　
最
初
の
講
義
は
、
初
対
面
の
参

加
者
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
恒
例
の

「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」
で
、
組
合

員
同
士
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
協
力
し
て

ち
ぎ
り
絵
を
作
る
な
ど
の
、
ゲ
ー

ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
午
後
は
、
鈴
木
順
三
組
合
長
代

行
が
講
師
と
し
て
「
組
合
の
歴
史

・
１
０
０
年
史
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
日
本
海
員
組
合
の
生
い
立
ち
や

過
去
の
争
議
行
為
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
参
加
者
は
、
普
段
勤

務
中
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

内
容
に
、
メ
モ
を
取
り
真
剣
に
講

義
を
受
け
て
い
た
。

　
初
日
最
後
の
講
義
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
、
参
加
者
が
６
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
４
色
の
ド
ミ

ノ
を
使
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構

保
安
資
料
館
横
浜
館
、
横
浜
ハ
ン

マ
ー
ヘ
ッ
ド
や
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、

山
下
公
園
（
氷
川
丸
前
）
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
散
策
し
、
横
浜
開

港
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
午
後
か
ら
は
、
木
村
俊
暁
総
務

部
副
部
長
が
講
師
と
な
り
「
組
合

員
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
組
合
員

で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
共
済

給
付
制
度
、
福
利
厚
生
と
し
て
全

日
本
海
員
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｓ

Ｓ
）
の
各
種
研
修
事
業
補
助
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
説
明
と

併
せ
、
執
行
部
員
の
業
務
紹
介
も

行
わ
れ
、
質
疑
応
答
で
、
理
解
を

深
め
、
講
義
を
終
了
し
た
。

　
最
後
に
、
修
了
式
が
行
わ
れ
、

齋
藤
中
央
執
行
委
員
か
ら
参
加
組

合
員
代
表
と
し
て
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
所
属
の
石
田

栞
一
さ
ん
へ
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
、２
日
間
の
研
修
が
終
了
し
た
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
「
ま

た
参
加
し
た
い
」「
他
社
の
組
合

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
講

義
を
受
け
、
組
合
の
こ
と
に
つ
い

て
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
考
え
方

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
今

後
の
船
員
人
生
に
必
ず
生
き
る
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

11
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、
第
79
年
度
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
ナ
ビ
オ
ス
横
浜

に
お
い
て
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。

　

こ
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
所
属
会
社
が
異
な
る
全
国
の
組
合
員
同
士
の
交
流

や
組
合
の
歴
史
を
学
び
団
結
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
参
加
者
を
募
り
、
全
国
か
ら
26

人
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

全
国
各
地

全
国
各
地
か
ら
か
ら
組
合
員

組
合
員
2626
人
が
参
加
、絆
を
深
め
る

人
が
参
加
、絆
を
深
め
る

第79年度中央コミュニケーションスクール第79年度中央コミュニケーションスクール
横浜で開催、会社の垣根を越えて交流横浜で開催、会社の垣根を越えて交流

あいさつする齋藤洋中央執行委員

「組合の歴史・100年史」講義

アイスブレイク

横浜開港の歴史的名所・建造物散策

ビリヤード大会

グループワーク

経験交流会
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た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
各
船
社
か
ら

「
内
航
海
運
業
界
に
お
け
る
船
員

採
用
の
現
状
」
に
つ
い
て
説
明
の

後
、
教
育
機
関
か
ら
「
船
員
教
育

機
関
の
現
状
」
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
た
。

出
さ
れ
た
主
な
意
見
・
質
問

▽
女
性
船
員
に
つ
い
て

▽
若
年
船
員
の
定
着
に
つ
い
て

▽
30
〜
40
代
の
中
間
年
齢
層
の
船

員
不
足
に
つ
い
て

▽
学
生
に
向
け
た
船
員
職
業
紹
介

に
つ
い
て

▽
教
育
者
不
足
に
つ
い
て

▽
国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校
の
短

期
大
学
化
に
つ
い
て

11
月
24
日
、
15
時
か
ら
中
・
四

国
地
方
支
部
会
議
室
に
お
い
て
、

内
航
船
社
５
社
８
人
、
船
員
教
育

機
関
４
校
５
人
、
中
国
地
方
海
運

組
合
連
合
会
か
ら
２
人
、
中
国
運

輸
局
か
ら
４
人
、
本
組
合
か
ら
は

平
岡
英
彦
国
内
局
長
、
中
・
四
国

地
方
支
部
管
内
執
行
部
８
人
の
合

計
28
人
が
出
席
し
懇
談
会
を
開
催

し
た
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

除
補
修
中
・
四
国
地
方
支
部
長
か

ら
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
本
組
合
を
代
表
し
平
岡
国

内
局
長
か
ら
「
内
航
海
運
業
界
に

お
け
る
、
船
員
不
足
を
は
じ
め
と

す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
を
通
じ
、
共
通
認
識
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
中
国
地
方
海
運
組
合

連
合
会
の
岡
本
信
也
会
長
、
中
国

運
輸
局
海
事
振
興
部
の
高
美
之
治

部
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ

―
な
ど
の
意
見
・
質
問
が
出
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、

理
解
を
深
め
た
。

　
次
に
、
中
国
運
輸
局
が
「
中
国

運
輸
局
に
お
け
る
船
員
政
策
」
と

し
て
、
船
員
の
求
人
・
求
職
状
況

と
雇
用
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
、
組
合
は
、
各
地
区
で

の
体
験
乗
船
や
若
年
船
員
確
保
・

育
成
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
、
意
見
交
換
を
経

て
共
通
認
識
を
図
っ
た
。

　
最
後
に
国
内
海
運
が
抱
え
る
諸

課
題
に
対
し
、
官
学
労
使
が
協
力

し
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
、
17
時
に
懇
談
会
を
終
了
し

た
。

　
関
東
地
方
支
部
が
担
当
す
る

東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
は
、

１
９
５
７
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在

は「
し
ら
は
ま
丸
」と「
か
な
や
丸
」

２
隻
の
フ
ェ
リ
ー
で
神
奈
川
県
久

里
浜
港
と
千
葉
県
金
谷
港
を
結
ぶ

定
期
航
路
を
運
航
し
て
い
る
。

　
同
フ
ェ
リ
ー
会
社
は
、
横
須
賀

を
黒
船
初
来
航
の
地
と
し
て
周
知

し
、
市
や
観
光
協
会
な
ど
と
観
光

活
性
化
を
図
る
と
し
て
、
ペ
リ
ー

が
乗
船
し
て
い
た
黒
船
「
サ
ス
ケ

ハ
ナ
号
」
と
全
長
や
速
力
が
ほ
ぼ

同
じ
所
有
船
「
し
ら
は
ま
丸
」
の

船
体
を
黒
船
仕
様
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ

加
工
し
11
月
24
日
、
久
里
浜
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
、
黒
船
初
入

港
記
念
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
発
表
会
を
開

催
し
た
。

　
黒
船
「
し
ら
は
ま
丸
」
の
デ
ザ

イ
ン
は
大
塚
洋
一
郎
先
生
が
手
掛

け
、
外
装
だ
け
で
な
く
内
装
も
黒

　
中
・
四
国
地
方
支
部
で
は
11
月

７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、

広
島
港
に
お
い
て
第
１
０
６
次
海

員
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
計
５
隻
（
う
ち
協

約
締
結
船
２
隻
）
に
対
し
査
察
活

動
を
行
っ
た
。

　
興
徳
海
運
所
有
船
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｎ

Ａ
」
の
査
察
で
は
、
舷
門
当
直
者

船
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
職
場
委
員
の

沖
村
佑
稀
船
長
は
「
ぜ
ひ
と
も
黒

船
と
し
て
就
航
す
る
し
ら
は
ま
丸

に
乗
船
し
て
、
当
時
の
黒
船
サ
ス

ケ
ハ
ナ
号
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の

外
装
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
内
装

も
見
て
い
た
だ
き
、
船
と
景
色
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
今
後
、
お
披
露
目
を
兼
ね
た
ペ

リ
ー
艦
隊
の
足
跡
を
た
ど
る
ク
ル

ー
ズ
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

１
７
０
年
ぶ
り
の
黒
船
来
航
に
よ

っ
て
、
久
里
浜
港
の
に
ぎ
わ
い
が

期
待
さ
れ
る
。

の
三
等
航
海
士
が
、
船
長
の
指
示

と
し
て
査
察
班
の
乗
船
を
拒
否
し

た
。
こ
の
行
為
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ

条
約
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
コ
ー
ド
に
抵
触

す
る
た
め
、
中
国
運
輸
局
へ
Ｐ
Ｓ

Ｃ
を
要
請
し
た
。

　
ま
た
、
別
の
Ｉ
Ｔ
Ｆ
承
認
協
約

締
結
船
の
査
察
で
は
、
労
働
協
約

の
履
行
状
況
を
確
認
す
べ
く
ク
ル

ー
の
乗
船
期
間
や
協
約
の
有
効
期

間
な
ど
を
点
検
し
、
問
題
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、
各
船

舶
の
安
全
確
認
に
お
い
て
は
、
特

段
問
題
は
な
く
終
了
し
て
い
る
。

　
今
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
に
際

し
、
関
係
各
所
の
協
力
の
も
と
、

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
船
員
の
労
働
条
件
改

善
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ
協
約
の

締
結
お
よ
び
安
全
・
安
心
な
労
働

環
境
の
確
保
に
向
け
た
活
動
を
展

開
し
て
い
く
。

中・四国
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

中国地区中国地区
内航海運労使懇談会内航海運労使懇談会

の開催の開催

関東
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

中・四国
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

１７０年ぶりに１７０年ぶりに
久里浜港へ黒船来航！久里浜港へ黒船来航！

第１０６次 海員ＦＯＣ・ＰＯＣキャンペーン第１０６次 海員ＦＯＣ・ＰＯＣキャンペーン

乗船拒否船舶に対し乗船拒否船舶に対し
ＰＳＣ出動要請ＰＳＣ出動要請

東京湾フェリー株式会社東京湾フェリー株式会社東京湾フェリー株式会社

黒
船
来
航
▼
１
８
５
３
年
、
ア
メ
リ

カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
ペ
リ
ー
提
督
率

い
る
４
隻
の
軍
艦
は
、
久
里
浜
沖
に
現

れ
、
鎖
国
状
態
だ
っ
た
江
戸
幕
府
に
開

国
を
迫
っ
た
。
こ
の
出
来
事
か
ら
、
今

年
で
１
７
０
周
年
に
あ
た
る
。

あいさつする平岡英彦国内局長

ITF承認協約締結船への査察

興徳海運所有船「MAGNA」への査察 黒船「しらはま丸」をバックに左からスカリン、キャプテンペルリ、沖村佑稀職場委員
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ー
タ
ル
平
均
２
８
０
点
の
、
苫
港

サ
ー
ビ
ス
陸
上
及
び
小
型
船
舶
チ

ー
ム
が
優
勝
し
た
。

　
個
人
戦
は
２
ゲ
ー
ム
の
合
計
得

点
を
競
い
、
優
勝
は
苫
港
サ
ー
ビ

ス
陸
上
及
び
小
型
船
舶
の
金
澤
雅

宏
さ
ん
。
７
ス
ト
ラ
イ
ク
、
７
ス

ペ
ア
の
好
成
績
で
、
ト
ー
タ
ル

３
２
８
点
だ
っ
た
。
準
優
勝
の
北

洋
海
運
港
務
部
・
大
久
保
涼
さ
ん

が
３
２
２
点
で
後
に
続
い
た
。
順

位
発
表
と
表
彰
終
了
後
、
本
大
会

は
盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

き
て
う
れ
し
い
。
来
年
の
開
催
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
成
功
裏
に
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
終
了
し
た
。
大
会
結

果
は
次
の
通
り
。

団
体
の
部

▽
優
勝
＝
九
州
郵
船
チ
ー
ム

(

９
８
９
点
、
延
田
博
美
さ
ん
・

七
田
隆
裕
さ
ん
・
小
園
政
司
さ
ん

・
杉
原
淳
二
さ
ん)

個
人
の
部

▽
優
勝
＝
七
田
隆
裕
さ
ん

（
２
８
６
点
、
九
州
郵
船
）

　
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ
ル
苫
小
牧
で

「
第
15
回
苫
小
牧
・
室
蘭
地
区
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
、
組

合
員
19
人
と
関
係
者
14
人
が
参
加

し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
松
本
順
一
北

海
道
地
方
支
部
長
か
ら
「
組
合
活

動
、
業
務
多
忙
の
中
、
参
集
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
本
日
は
、
苫
小
牧
・
室
蘭
地

区
の
港
湾
部
門
で
働
く
組
合
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
、
け
が
の
な
い

よ
う
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
ル
ー
ル
説
明
と
投
球

練
習
を
行
い
、
若
杉
健
太
北
海
道

地
方
支
部
在
籍
専
従
執
行
部
員
の

「
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
！
」
の
掛
け
声

で
ゲ
ー
ム
開
始
と
な
っ
た
。
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各
レ
ー

ン
は
大
盛
り
上
が
り
。

　
結
果
、
団
体
戦
は
２
ゲ
ー
ム
ト

11
月
24
日
、
福
岡
市
の
楽
市
ぼ

う
る
で
「
福
岡
地
区
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
」
を
開
催
し
、
現
場
組
合
員

と
そ
の
家
族
、
会
社
関
係
者
な
ど

25
人
が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
で
は
組
合
か
ら
「
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
初
開
催
と
な
る
。
け

が
に
注
意
し
て
最
後
ま
で
、
懇
親

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
子
ど
も
た
ち
が
始
球

式
を
行
い
、
ゲ
ー
ム
を
開
始
し

た
。
終
了
後
は
表
彰
式
を
行
い
、

参
加
者
か
ら
は
「
賞
品
を
獲
得
で

　
コ
ス
モ
海
運
の
吉
安
稿
祐
さ
ん

が
、
第
78
年
度
海
員
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
で
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
門
の

全
国
優
勝
者
に
輝
い
た
。

　
吉
安
さ
ん
が
優
勝（
３
７
１
点
）

し
た
「
海
の
日
」
記
念
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
は
、四
日
市
市
内
で
開
催
。

コ
ス
モ
海
運
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

大
当
た
り
の
大
会
だ
っ
た
。
吉
安

さ
ん
が
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
の
無
料

乗
船
券
を
引
き
当
て
た
ほ
か
、
同

社
の
山
本
薫
平
さ
ん
が
ニ
ン
テ
ン

ド
ー
ス
イ
ッ
チ
を
獲
得
し
た
。
さ

ら
に
吉
安
さ
ん
は
大
会
優
勝
、
全

国
優
勝
ま
で
成
し
遂
げ
、
ま
さ
に

獅
子
奮
迅
の
大
活
躍
。

　
表
彰
に
際
し
吉
安
さ
ん
は
「
毎

年
全
国
優
勝
す
る
気
で
臨
ん
で
い

く
の
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
述
べ
、

早
く
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
風
格
を
漂
わ
せ
た
。

　
瀬
戸
大
橋
総
合
開
発
職
場
委
員

の
渋
谷
泰
伸
さ
ん
が
、
第
78
年
度

海
員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
、
ゴ

ル
フ
部
門
の
全
国
優
勝
者
に
決
ま

り
、
こ
の
度
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
授
与

を
行
っ
た
。

　
渋
谷
さ
ん
か
ら
は
「
天
候
と
メ

ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
て
、
楽
し
く
プ

レ
ー
で
き
ま
し
た
。
全
国
優
勝
は

も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
で
す
が
、
海

員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
一
番
の
楽
し
み
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
と
親
睦
を
深
め
る
こ

と
。
引
き
続
き
の
開
催
を
お
願
い

し
た
上
で
、
職
場
委
員
と
し
て
、

組
合
活
動
を
頑
張
り
ま
す
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

　
高
松
支
部
は
、
今
後
も
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
組
合
員
と
執
行
部
が
連

帯
し
、
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

吉安稿祐さん（左）と山原始名古屋支部長（右）

優勝した金澤雅宏さん（右）
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遊佐清和高松支部長（左）と渋谷泰伸さん（右）
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任
総
務
審
査
会
員
、
公
益
社
団
法

人
全
日
本
書
道
連
盟
正
会
員
、
毎

日
書
道
展
会
友
、
河
北
書
道
展
審

査
会
員
、
宮
城
野
書
人
会
参
与
な

ど
に
携
わ
り
、
書
道
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
る
。

　
書
作
展
は
、
気
仙
沼
中
央
公
民

館
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
約
40
点

の
作
品
を
展
示
し
た
。
多
く
の
人

が
会
場
を
訪
れ
、
ま
た
多
く
の
知

人
か
ら
お
祝
い
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
一
緒
に
乗
船
し
て
い
た
当
時
の

船
長
・
佐
久
間
誉
さ
ん
か
ら
は

「
一
筆
啓
上
。
海
上
勤
務
と
休
暇

そ
し
て
退
職
後
と
、
長
い
研
鑽
を

積
ま
れ
、
結
実
さ
れ
た
個
展
の
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

の
開
催
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届

い
た
。

　
菊
田
さ
ん
は
趣
味
の
読
書
や
民

謡
、
野
鳥
観
察
の
ほ
か
、
川
柳
や

俳
句
も
た
し
な
み
、
展
示
し
て
い

る
作
品
に
は
自
作
の
句
を
書
に
し

た
も
の
も
多
い
。
宮
城
野
書
人
会

の
尾
形
澄
神
氏
は
「
潮
音
会
・
菊

田
杏
仙
展
、
海
は
命
の
源
を
心
待

ち
に
し
て
」
と
題
し
「
初
秋
の
黄

昏
ど
き
、
涼
風
に
体
を
預
け
、
杏

仙
先
生
の
漢
詩
・
初
夏
偶
吟
を
詠

ん
で
い
る
、
遥
か
遠
く
に
見
え
る

南
の
空
を
分
か
つ
雲
が
水
平
線
の

よ
う
で
あ
る
。
ひ
と
と
き
杏
仙
偶

詠
の
世
界
に
没
入
し
ゆ
く
。
杏
仙

先
生
が
生
み
出
す
詩
や
書
作
品
か

ら
、
や
わ
ら
か
な
波
の
音
、
潮
の

音
が
香
っ
て
く
る
。
吟
香
と
い
う

も
う
一
つ
の
風
雅
な
名
に
ひ
と
り

合
点
す
る
。
船
を
お
り
た
今
も
、

先
生
の
心
の
奥
に
は
故
郷
の
海
が

た
ゆ
う
と
揺
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

書
の
世
界
を
探
求
す
る
道
す
が
ら

詩
を
詠
み
、
画
を
愉
し
み
、
篆
刻

　
菊
田
さ
ん
は
昭
和
22
年
に
気
仙

沼
市
大
島
に
生
ま
れ
、
宮
城
県
気

仙
沼
水
産
高
等
学
校
を
卒
業
後
、

大
阪
商
船
三
井
船
舶
株
式
会
社
に

入
社
。
南
米
航
路
貨
客
船
兼
移
民

船
「
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
」
に
乗
船

す
る
な
ど
、
外
国
航
路
の
船
で
世

界
の
海
を
巡
っ
た
。
そ
の
後
、
フ

ェ
リ
ー
に
も
乗
船
し
、
昭
和
51

年
、
28
歳
の
と
き
、
書
道
に
魅
了

さ
れ
て
学
び
は
じ
め
た
（
武
山
櫻

光
師
に
入
門
・
宮
城
野
書
人
会
加

藤
翠
柳
師
入
会
）。
平
成
14
年
に

潮
音
会
を
開
塾
・
主
宰
し
、
現
在

は
公
益
財
団
法
人
書
道
芸
術
院
常

に
い
そ
し
み
、
杏
仙
先
生
は
真
の

書
人
墨
客
で
あ
る
。
杏
仙
先
生
は

慈
愛
に
満
ち
た
人
。
宮
城
野
書
人

会
発
行
の
月
刊
誌
、
書
藝
苑
で
の

選
評
を
読
ん
で
い
る
と
、
文
面
か

ら
柔
ら
か
な
人
柄
が
ほ
の
ぼ
の
と

立
ち
の
ぼ
っ
て
く
る
。
先
生
か
ら

指
導
を
受
け
て
い
る
方
は
皆
、
杏

仙
と
い
う
大
海
に
身
を
委
ね
大
海

原
を
心
地
よ
く
泳
い
で
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。『
海
は
命
の
源
』
と

語
り
、
海
を
愛
し
海
と
と
も
に
生

き
て
き
た
一
人
の
書
人
の
初
個
展

を
、
私
は
心
待
ち
に
し
て
や
ま
な

い
」
と
語
っ
た
。

　
菊
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
こ

ろ
、
祖
父
が
毎
日
、
巻
紙
に
何
や

ら
書
い
て
い
た
こ
と
が
、
書
を
た

し
な
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
武
山
櫻
光
先
生

に
教
え
を
受
け
て
か
ら
今
年
で
50

年
に
な
り
ま
す
。
武
者
修
行
の
つ

も
り
で
方
々
に
も
出
か
け
、
多
く

の
先
生
方
の
ご
教
示
を
得
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
度
は
船
乗

り
時
代
か
ら
の
夢
を
実
現
で
き
た

こ
と
は
、
皆
さ
ま
の
陰
な
が
ら
の

ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深

く
感
謝
致
す
次
第
で
す
」
と
感
謝

を
述
べ
た
。

　

商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

（
現
・
㈱
商
船
三
井
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
）
Ｏ
Ｂ
の
菊
田
憲
和
さ
ん
が
、
地
元
の
宮
城
県
気
仙

沼
市
中
央
公
民
館
で
、
11
月
23
日
～
26
日
に
か
け
て
、
書
道

の
個
展
を
開
い
た
。

海は命の源海は命の源
船乗り40年の菊田杏仙（憲和）氏、船乗り40年の菊田杏仙（憲和）氏、

地元で書作展地元で書作展

菊田杏仙さんと奥様

手
折
り
た
や　

手
折
り
た
や　

撫
子
の
花　

撫
子
の
花　

野
に
任
せ

野
に
任
せ杏

仙
句

杏
仙
句

菊
田
さ
ん
の
故
郷

菊
田
さ
ん
の
故
郷

気
仙
沼
市

気
仙
沼
市

気仙沼港気仙沼大島大橋十
くぐな り は ま
八鳴浜龍舞崎
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